
防
研
セ
ミ
ナ
ー

時
代
を
読
み
解
くシリ

ー
ズ

防

研

セ

ミ

ナ

ー

テーマをさらに深掘り

「防研セミナーブリーフィング」

　執筆者の長谷川主任研究

官が今回のテーマをさらに

深掘りして解説し、防衛省

職員と突っ込んだ議論を行

う「防研セミナーブリーフ

ィング」が�月�日（金）午

後３時～４時まで、市ヶ谷

のＦ１棟６階「国際会議場」

で開かれます。参加者・聴

講者は隊員に限定します。

ご興味ある方は奮ってご参

加ください。▽問い合わせ

＝防研企画調整課�―３２６８

―３１１１（内線２９１７７）まで。

　１９８８（昭和�）年生まれ、宮城県出身。上智大学外

国語学部ロシア語学科卒業、東北大学大学院文学研究

科歴史科学専攻博士後期課程修了。博士（学術）。日

本学術振興会特別研究員ＰＤ、広島市立大学広島平和

研究所協力研究員などを経て、��年から防衛研究所。

専門は現代ロシア政治・安全保障研究、ロシア地域研

究。主な業績として、共著『現代ロシア政治』（法律

文化社、�年）、単著『ロシア大統領権力の制度分析』

（慶應義塾大学出版会、�年）などがある。

混

乱

期

ロ

シ

ア

と

「

超

大

統

領

制

」

　

１

９

９

１

年

�

月

の

ソ

連

解

体

に

よ

り

、

ロ

シ

ア

国

内

の

政

治

・

経

済

・

社

会

情

勢

は

急

速

に

不

安

化

し

た

。

　

新

生

ロ

シ

ア

の

初

代

大

統

領

と

な

っ

た

エ

リ

ツ

ィ

ン

は

、

自

ら

を

支

え

る

政

権

党

の

構

築

に

失

敗

し

、

�

年

の

国

家

会

議

（

下

院

）

選

挙

で

は

、

ロ

シ

ア

連

邦

共

産

党

が

第

１

党

と

な

り

、

翌

�

年

の

大

統

領

選

で

は

共

産

党

の

ジ

ュ

ガ

ー

ノ

フ

候

補

と

接

戦

を

繰

り

広

げ

、

決

選

投

票

に

持

ち

込

ま

れ

る

な

ど

、

「

弱

い

」

大

統

領

と

し

て

描

か

れ

る

こ

と

が

多

い

。

　

一

方

で

、

�

年

�

月

に

制

定

さ

れ

た

ロ

シ

ア

連

邦

憲

法

は

、

大

統

領

に

強

い

権

限

を

与

え

て

お

り

、

ロ

シ

ア

の

大

統

領

制

は

し

ば

し

ば

「

超

大

統

領

制

」

な

ど

と

呼

ば

れ

る

。

　

�

年

８

月

、

大

統

領

府

総

務

局

次

長

と

し

て

モ

ス

ク

ワ

の

中

央

政

界

に

入

っ

た

プ

ー

チ

ン

は

、

地

方

政

治

を

担

当

す

る

大

統

領

府

次

官

兼

監

督

総

局

長

、

連

邦

保

安

庁

長

官

、

安

全

保

障

会

議

書

記

、

首

相

、

大

統

領

臨

時

代

行

と

４

年

も

か

か

ら

ず

に

ロ

シ

ア

の

最

高

指

導

者

の

地

位

を

手

に

入

れ

た

。

高

度

経

済

成

長

で

政

治

改

革

後

押

し

　

２

０

０

０

年

代

の

第

１

次

プ

ー

チ

ン

政

権

で

は

、

中

央

集

権

化

政

策

を

推

し

進

め

る

な

ど

、

政

治

改

革

に

注

力

し

、

大

統

領

を

支

え

る

全

国

規

模

の

政

党

「

統

一

ロ

シ

ア

」

を

築

い

た

。

こ

う

し

た

上

か

ら

の

改

革

は

時

に

反

発

を

招

く

。

し

か

し

、

国

際

的

な

原

油

価

格

の

高

騰

と

結

び

つ

い

た

ロ

シ

ア

の

高

度

経

済

成

長

が

プ

ー

チ

ン

の

政

治

改

革

を

強

力

に

後

押

し

し

た

。

　

巧

み

な

政

権

人

事

と

制

度

改

革

に

象

徴

さ

れ

る

政

治

手

腕

、

そ

し

て

経

済

成

長

と

い

う

外

部

か

ら

観

察

可

能

な

プ

ロ

セ

ス

を

経

て

、

い

わ

ゆ

る

「

プ

ー

チ

ン

体

制

」

が

構

築

さ

れ

た

。

　

�

年

か

ら

�

年

ま

で

の

４

年

間

は

首

相

と

し

て

、

メ

ド

ヴ

ェ

ー

ジ

ェ

フ

大

統

領

と

共

に

政

権

運

営

に

当

た

っ

た

（

タ

ン

デ

ム

政

権

）

。

こ

の

間

、

プ

ー

チ

ン

に

近

い

国

家

官

僚

ら

は

ク

レ

ム

リ

ン

を

離

れ

、

連

邦

政

府

（

内

閣

）

の

入

る

庁

舎

、

ベ

ー

ル

ィ

・

ド

ー

ム

に

勤

務

し

た

。

　

�

年

９

月

�

日

、

当

時

の

プ

ー

チ

ン

首

相

が

次

期

大

統

領

選

へ

の

出

馬

を

表

明

し

た

。

首

都

モ

ス

ク

ワ

や

サ

ン

ク

ト

ペ

テ

ル

ブ

ル

ク

と

い

っ

た

大

都

市

で

は

、

彼

の

出

馬

は

必

ず

し

も

歓

迎

さ

れ

ず

、

反

プ

ー

チ

ン

・

デ

モ

が

活

発

化

し

た

。

�

月

の

下

院

選

挙

で

は

選

挙

不

正

も

報

じ

ら

れ

、

反

プ

ー

チ

ン

の

流

れ

を

後

押

し

し

た

。

政

権

の

汚

職

問

題

に

対

す

る

不

満

も

爆

発

し

た

。

社

会

不

満

抑

え

る

統

制

と

軍

事

行

動

　

そ

う

し

た

中

で

�

年

に

第

２

次

プ

ー

チ

ン

政

権

が

発

足

。

以

降

、

現

在

に

至

る

ま

で

、

時

期

に

よ

っ

て

程

度

の

強

弱

は

あ

る

も

の

の

、

社

会

の

統

制

と

軍

事

行

動

が

ロ

シ

ア

国

家

を

特

徴

づ

け

て

き

た

と

言

っ

て

も

過

言

で

は

な

い

。

　

�

年

７

月

に

は

非

営

利

団

体

を

「

外

国

エ

ー

ジ

ェ

ン

ト

」

に

指

定

す

る

連

邦

法

改

正

が

実

施

さ

れ

、

後

に

指

定

対

象

は

個

人

や

メ

デ

ィ

ア

に

拡

大

し

た

。

体

制

維

持

装

置

と

し

て

デ

モ

隊

を

鎮

圧

す

る

国

家

親

衛

軍

も

�

年

４

月

に

内

務

省

国

内

軍

を

基

盤

と

し

て

創

設

さ

れ

た

。

　

�

年

２

月

�

日

に

始

ま

る

「

特

別

軍

事

作

戦

」

は

、

最

も

近

い

と

こ

ろ

で

は

�

年

の

ク

リ

ミ

ア

占

領

を

含

む

ウ

ク

ラ

イ

ナ

侵

攻

を

起

点

と

し

て

い

る

。

　

こ

う

し

た

点

を

踏

ま

え

る

と

、

タ

ン

デ

ム

政

権

か

ら

第

２

次

プ

ー

チ

ン

政

権

へ

の

移

行

と

こ

れ

に

伴

う

政

策

の

変

化

を

よ

り

詳

細

に

検

討

す

る

必

要

が

あ

る

。

史

資

料

の

都

合

上

、

こ

れ

を

歴

史

研

究

と

し

て

扱

う

こ

と

は

難

し

い

が

、

そ

れ

で

も

限

ら

れ

た

リ

ソ

ー

ス

を

総

動

員

し

て

細

か

な

事

実

関

係

の

整

理

を

行

う

必

要

が

あ

る

だ

ろ

う

。

　

筆

者

が

今

年

上

梓

し

た

『

ロ

シ

ア

大

統

領

権

力

の

制

度

分

析

』

で

は

、

大

統

領

令

や

連

邦

法

律

と

い

っ

た

法

令

に

定

め

ら

れ

た

規

範

的

文

書

、

人

事

発

令

の

分

析

を

通

じ

て

、

執

行

権

力

優

位

の

統

治

機

構

の

成

り

立

ち

に

つ

い

て

論

じ

た

。

必

要

な

資

料

は

可

能

な

限

り

読

み

込

ん

だ

が

、

網

羅

的

に

精

読

で

き

た

と

い

う

自

信

は

な

い

。

刊

行

後

も

ロ

シ

ア

ら

し

く

様

々

な

制

度

変

更

が

実

施

さ

れ

て

い

る

。

　

ロ

シ

ア

地

域

研

究

に

従

事

す

る

防

衛

省

・

自

衛

隊

の

研

究

職

職

員

と

し

て

、

今

後

も

プ

ー

チ

ン

体

制

を

単

な

る

強

い

指

導

者

像

と

い

う

切

り

口

だ

け

で

は

な

く

、

多

角

的

か

つ

エ

ビ

デ

ン

ス

に

基

づ

い

て

丹

念

に

読

み

解

い

て

い

き

た

い

。


